
～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲賀 自然の
！見発

　皆さんよくご存じの「ホー、ホケキョ」のウグイス。の

どかな春の里山に響く声ですが、さえずるウグイスのオ

スはとても真剣です。メスにアピールするだけでなく、

ライバルの他のオスを警戒するなど、自分のなわばりを

主張しているのです。特に他のオスが来た時は、「ケケケ

ケキョケキョ…」と激しく鳴いて警戒します。

　いつも草ヤブにいて、姿を見かける機会は少ないです

が、鳴く場所に注目すると、どの辺りがオスのなわばり

か分かって来ます。ていねいに聞くと、オスによって声

やリズムに特徴もあります。ある年、子どもの森の園内

では、7つのなわばりが確認できました。

　実は、ウグイスは一夫多妻の鳥です。餌が多く、子育て

に適したなわばりを持つオスは、なわばり内に複数のメ

スがいて、複数の巣と家族を持ちます。子育ては全てメ

スが行います。

　子育て期が終わると、オスもメスも「チャッ、チャッ」

と低い声で鳴くだけで目立ちません。しかし、冬には庭

の生垣や低木にも来て、1年中身近な鳥です。

5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、30日㈮
4月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

ウグイスの生活第13回

▲�ウグイス
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築
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。
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史
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